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【要約】

2022 年 11 月 26 日、台湾では統一地方選挙が実施され、直轄市

長と県市の首長選挙が各界の注目を集めた。第 2 次蔡英文政権の中

間試験とみなされ、2024 年総統選挙の前哨戦と位置づけられた同

選挙は、論文不正スキャンダル、晶華スキャンダル、不透明なワク

チン契約、汚職政治、公金の横領という 5 つのネガティブキャンペ

ーンが話題となった。今回の選挙では、現職地方首長の多くが再選

を果たしたが、民進党についてみると、様々な攻撃のダメージに加

え、選挙に不利な環境も要因となり惨敗した。国民党は最大の勝者

となり、柯文哲・台北市長（当時）率いる台湾民衆党のパフォーマ

ンスも目を見張るものがあった。県市首長の政治的勢力図は、国民

党の拡大、民進党の縮小、台湾民衆党の 1 ポスト獲得となり、台湾

民衆党の躍進の如何が台湾の政党政治の持続と変遷に影響を与える

ことになるだろう。

キーワード：�2022 選挙、ネガティブキャンペーン、施政満足度、現

職優位
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一　はじめに

2022 年 11 月 26 日に実施された台湾統一地方選挙（第 8 回直轄

市長選挙、第 7 回県市首長選挙）には、注目すべき点がいくつかあ

る。一つ目は、同選挙が蔡英文政権に対する有権者の「信任・不信

任」を問う選挙で、第 2 次蔡英文政権にとっては中間試験とみなさ

れた点である。また、選挙後の 2023 年には、2024 年総統選挙の候

補者選出が予定されており、本選挙結果は台湾の政党政治の勢力構

造に影響を与えるのみならず、各政党の党首はリーダーとしての資

質が問われ、さらに総統選候補者の人選にも影響を与えるため、

2024 年総統選挙の前哨戦と位置づけられた。二つ目は、今回の選

挙はネガティブキャンペーン一色となった点で、林智堅前新竹市長

の「論文不正スキャンダル」が一連の「論文スキャンダル」ネガテ

ィブキャンペーンを巻き起こし、複数の県市首長候補が暴露合戦を

展開して、地方選挙は泥沼化した。三つ目は、台湾政治の第三勢力

の一つである台湾民衆党が柯文哲主席の高い人気を支えに、若手が

出馬した。この勢いが台湾二大政党の抵抗勢力となるか検証が待た

れる展開となった点である。

最終的に、国民党が 14 県市の首長を獲得し 1、大敗した民進党が

獲得した県市首長ポストはわずか 5 ポストで、結党以来、過去最低

の獲得数となった点である。台湾民衆党は新竹市で初めての県市首

長ポストを獲得した。今選挙結果をどのように理解すべきかについ

て、上述の内容を整理し、本文では今回の台湾統一地方選挙及びい

くつかの特徴的な県市長選挙に焦点を当て、選挙プロセス、選挙結

1 2022 年 12 月 18 日に実施された嘉義市の市長補選では、国民党が勝利し、これに

より国民党が獲得した地方首長ポスト数は 14 となった。
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果及び民進党の惨敗の原因を掘り下げ、本選挙の選挙状況とその結

果が包含する意味を全般的に分析する。

二　2022 年直轄市長 ・ 県市長選挙戦のプロセス

2022 年台湾統一地方選挙の選挙プロセスの最大の特徴は、ネガ

ティブキャンペーンであった。数名の学者が指摘している通り、

「台湾の県市長選挙は小選挙区に属する相対的多数決で、その選挙

戦の特徴は候補者の中から比較的まともと思える候補者を選出する

ことにあり（Groenendyk� 2008）、よって有権者は間違った候補者

に投票するのを避けるため、ネガティブな情報を比較的受け入れよ

うとする」（張傳賢�2012,�40）。2022 年の統一地方選挙は議題や

政策にかかる討論を欠いており、地方選挙の重点は地方の政見に関

する議論には置かれず、有権者の選択も比較的お眼鏡にかなう人物

を選ぶにすぎなかった。各候補者や各政党もこうした趨勢を受けて

「ネガティブキャンペーン」を展開し、そこからポイントを稼いだ

（張峻豪�2022）。

いわゆるネガティブキャンペーンは、「対立候補のマイナスイ

メージ、政策、イデオロギー的立場等を全面的に利用し、対立候

補を不利な選挙戦に追いやること」を意味する（張傳賢� 2012,�

38）。ネガティブキャンペーンによってターゲットが受ける影響

は主に「意図した効果」（intended� effect）、「ブーメラン効果」

（boomerang� effect）、「犠牲者効果」（victim� effect）、「両刃

効果」（double� impairment� effect）の 4 つがある（張佑宗�2006；

張卿卿� 2000；張傳賢� 2012；游清鑫� 2001；Johnson-Cartee� and�

Copeland� 1991）。まず、「意図した効果」についてみると、ネガ

ティブキャンペーンの情報はプラスの情報よりも有権者に受容され
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易いため、ネガティブな情報は仕掛け人が意図したとおり、ターゲ

ットはダメージを受ける。次に、「ブーメラン効果」とは、ネガテ

ィブキャンペーンによって仕掛けた側が逆に、ターゲットより大き

なダメージを受けることを意味する。第三に、「犠牲者効果」は、

ネガティブキャンペーンによってターゲットがより多くの同情を集

めやすい効果を意味する。第四に「両刃効果」は、ネガティブキャ

ンペーンは仕掛け人もターゲットも共にダメージ受けることを意味

する（張傳賢� 2012；Johnson-Cartee� and� Copeland� 1989）。今選

挙のネガティブキャンペーンのトピックにおいては、異なるターゲ

ットに異なるネガティブ効果が生じた。今選挙戦におけるネガティ

ブキャンペーンのトピックは、論文不正スキャンダル、晶華スキャ

ンダル、不透明なワクチン契約、汚職政治、公金横領の 5 点で、以

下でそれぞれ論じる。

本選挙のネガティブキャンペーンは、林智堅の「論文不正スキ

ャンダル」から始まった。林智堅・元新竹市長は、政治成果も高評

価で、民進党の桃園市長公認候補になったが、台湾大学国家発展研

究所、中華大学科学技術管理学研究所の 2 つの修士論文の不正が指

摘され、信任問題に発展したにもかかわらず、林智堅は事態に迅速

に対処することができなかった。台湾大学は林智堅の論文盗用を認

め、台湾大学修士の学位を取り消し、蔡英文総統兼党主席が、「党・�

公職を挙げて林智堅の潔白を支持する」と発表したため、党内の反

発を招き、懸念と大学への反発が「火に油を注ぐ」ことになった

（政治中心� 2022）。これに次いで、中華大学も林智堅の論文盗用

を発表して、中華大学が修士の学位を取り消した。その後、林智堅

は不出馬を表明し、現職立法委員の鄭運鵬が桃園市長に出馬した。

ネガティブキャンペーンの効果からすると、林智堅の論文不正スキ

ャンダルをめぐる盛り上がりは、単に林智堅に対して「意図した効
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果」を与えたのみならず、民進党党員にも懸念が広がる結果となっ

た。高嘉瑜・民進党立法委員が、林智堅の論文不正スキャンダル

は、民進党にとって、台北・新北・基隆・桃園・新竹の北部 5 県市

の「共倒れ」を懸念させると率直に述べていたように、これが民進

党の北部首長選挙の惨敗につながった可能性がある。林智堅の論文

不正スキャンダルはネット上でも大きな議論となり 2、候補者の修士

論文・博士論文を検証して盗用を暴露する展開となり 3、今選挙にお

ける一連の「論文スキャンダル」をめぐるネガティブキャンペーン

に発展した。

ネガティブキャンペーンの二つ目のトピックは、「晶華スキャン

ダル」である。今選挙では、民進党寄りのジャーナリストである周

玉蔻が、蒋萬安・国民党台北市長候補の父親である蒋孝厳の古い女

性スキャンダルについて、しっかりとした確証を得ないまま女性の

氏名を暴露したため、当事者が告訴する事態となった。多くの有権

者は選挙のために第三者を誹謗中傷すべきでないと考え、また周玉

蔻がかつて、「陳時中に投票することは、周玉蔻に投票することを

意味する」と発言したこともあり、マイナスの世論は却って民進党

台北市長候補の陳時中に向けられることになった。陳時中と周玉蔻

は袂かったが、周玉蔻の民進党寄りのイメージが有権者の心に深く

刻まれた。TPOC 台湾問題研究センターのデータ分析によると、周

2 『TPOC 台湾議題研究中心』の「QuickseeK 快析輿情資料庫」に基づくと、2022 年

7 月 5 日から 9 月 22 日におけるネットコメント数は、林智堅が 807,809 件で 1 位

と、2 位の高虹安の 72,141 件を大きく上回った（李俊毅�2022）。
3 論文不正疑惑が指摘されたのは、高虹安・民衆党新竹市長候補の博士論文、許淑

華・国民党南投県長候補の修士論文、蔡適應・民進党基隆市長候補の博士論文、

林耕仁・国民党新竹市長候補の修士論文、柯志恩・国民党高雄市長候補のジャー

ナル掲載論文、謝国樑・国民党基隆市長候補の修士論文、劉建国・民進党雲林県

長の修士論文、張麗善・国民党雲林県長候補の修士論文。
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玉蔻がスキャンダルを暴露したことで、「却って陳時中と蒋萬安の

得票率の予測数値はゴールデンクロスを呈し、陳時中に対するマイ

ナスイメージはより深刻で、無所属から出馬した黃珊珊の支持率が

急速に上昇した」（黄姵涵、張国樑、張梓嘉� 2022）。ネガティブ

キャンペーンの効果からすると、周玉蔻が巻き起こした「晶華スキ

ャンダル」は、一方では「ブーメラン効果」となって陳時中にダメ

ージ与え、他方では「犠牲者効果」によって蒋萬安の支持率が高ま

った。

三つ目のネガティブキャンペーンのトピックは「不透明なワクチ

ン契約」である。民進党台北市長候補の陳時中は、衛生福利部部長

兼中央流行疫情指揮センター指揮官を担当していたため、陳時中は

民進党政権の新型コロナウイルス感染症対策の象徴だった。国民党

は今選挙でワクチンの政府調達に関する書類が「30 年秘密保持」

で、契約内容が非公開となっている点をブラックボックスだと批判

した（謝文哲� 2022）。政府と MVC-COVID-19 のワクチン調達価

格には 6 億元の差額があると疑義を呈し、陳時中に「出馬を断念し

て責任を追うべき」と迫った（黄建豪� 2022）。このワクチン契約

をめぐるネガティブキャンペーンについて、TPOC 台湾問題研究セ

ンターの QuickseeK を通じた分析とデータベースによると、「ワク

チン契約問題はネット上で高い関心を集め、6 日連続でコメント数

は 1 万件に達し、1 日あたりのコメント数は最高レベルの 2.8 万件

を記録した。……ワクチン購入契約に対する批判によって、有権者

は『民進党への不満』『陳時中への嫌悪』に共鳴しやすくなった」

（TPOC 台湾問題台研究センター2022）。このネガティブキャンペ

ーン攻撃は「意図した効果」を得て、陳時中はダメージを受けた。

四つ目のネガティブキャンペーンのトピックは「汚職政治」で、

汚職問題は、「クリーンで慎み深い政治」をスローガンにする民進
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党には、ダメージとなった。選挙 1ヶ月前に蔡英文陣営は共同記者

会見を開催し、「汚職政治の撲滅」の文書に署名したが、民進党に

は選挙前に相次いで「汚職政治」の疑惑が湧き上がった。蔡英文の

総統任期中に、総統府国策顧問（2017 年 2 月～2021 年 5 月）兼民

進党中央常務委員会を務めた黄承国が、反社会的勢力「天道盟」文

山会第二代会長であったため、「反社会的勢力による治国」が争議

となった。その後、発生した「88 会館案」4 をめぐって地検署が闇

市場グループを捜査したが、逆に検察官や政界、ビジネス界のハイ

レベル関係者が 88 会館招待所の開設事案に関わっていたことが相

次いで明るみになり、各界は騒然となった。さらに台南市では選挙

の 6ヶ月前に「学甲スラグ案」も発生した。同事案は、明祥馨公司

が台南学甲区大湾コミュニティの農地に違法にスラグを埋却してい

たことが発覚し、事件発覚後、2015 年には 5 万トン以上を掘り起

こしたが、2019 年に再び同地区のその他の農地にも 4 万 3000 トン

以上を埋却していてことが明らかになった（yahoo 新聞� 2022）。

明祥馨公司の責任者は、当時の民進党中央執行委員の郭再欽で、政

界やビジネス界での評判は極めて良好だった。同案は監察院による

調査の結果、台南市政府の検査怠慢と認定され、学甲における大

量のスラグ埋却事案によって、台南市政府は糾弾された（吳書緯�

2022）。偶然にも、台南市では選挙 16 日前に台湾全体を震撼させ

る「台南 88 銃撃案」が発生した。容疑者は、早朝にまず台南市学

甲頂山寮に向かい、郭再欽・民進党前中央執行委員が売りに出して

いる工場に 58 発発砲し、続いて台南市議員謝財旺の学甲サービス

処に 30 発を発砲した（楊金城� 2022）。メディアは、この重大発

4 「88 会館」とは、台北市松勤路 88 号の高級マンション内にあったプライベートク

ラブ。
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砲事件は、台南沿海光電業の膨大な利益が均等に配分されておら

ず、銃撃によって恫喝・警告しようとしたことが動機だった可能性

があると報じた（中央社� 2022）。上述を受けて、国民党グループ

は選挙前に記者会見を開き、民進党を「反社会的勢力による治国」

と批判した（曾吉松� 2022）。しかし、民進党は有権者にはっきり

と説明することもできず、様々な重要な案件は解決を見ないまま

で、今回の選挙では「汚職政治」の影がつきまとった。このネガテ

ィブキャンペーンは民進党に対して「意図した効果」を発揮し、民

進党のダメージは大きかった。

五つ目のネガティブキャンペーンのトピックは、高虹安・台湾

民衆党新竹市長候補者の「公金横領」疑惑である。今回の新竹市長

選挙の主要候補は、台湾民衆党所属の高虹安・比例区立法委員（現

職）、民進党公認の沈慧虹・新竹市副市長（現職）、国民党公認の

林耕仁・新竹市議員の 3 名だった。「論文スキャンダル」は高虹安

の博士論文にも飛び火し、高虹安は記者会見を開いて潔白を主張し

たが、自身がかつて高学歴で成績優秀であったことや、学歴差別を

含む発言をしたことで、さらなる論争に発展した。続いて高虹安

は、財団法人資訊工業策進会の任期期間中に合計 547 日に及んで出

張や訪米研修に行き、これに公金を使用したことが指摘された（王

駿杰� 2022）。その後、林耕仁候補がリーク資料を利用し、一気に

ネガティブキャンペーンを仕掛け、国会アシスタント費の横領、

水増し請求、公的積立金への補填等の疑惑を指摘し、高虹安に対す

るネガティブな声は一層強くなった。一連のネガティブなニュース

によって、新竹市長候補者の世論調査にも変化が現れた。TVBS の

世論調査結果によると、選挙 1ヶ月前に支持率が最も高かった高虹

安は、選挙 2 週間前には、民進党候補者・沈慧虹との差が僅か 5％

に縮まり、逆に林耕仁の支持率は 2％ダウンして第 3 位になった
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（TVBS 民意調查中心�2022a）。沈慧虹の支持率上昇によって、新

竹市長の選挙戦はさらに激しさを増し、林耕仁は高虹安の告発書類

を調査局北機站に持ち込むとまで宣言したが、林耕仁はわずか 1 週

間で態度を改め、「誹謗中傷はしない」として、調査局北機站への

告発書類持ち込みを取りやめた（李昶毅� 2022）。メディは、林耕

仁が高虹安への攻撃から突如手を引いたのは、「国民党内部の評価

もその一因で、国民党と台湾民衆党の叩き合いは、林耕仁の勢いを

十分に高めたが、高虹安共々敗退しかねず、中間派が逆に沈慧虹の

支持に回る可能性があるため、急ブレーキをかけることになった」

と報じている（張介文� 2022）。言い換えると、林耕仁のネガティ

ブキャンペーンは「両刃効果」を生み、高虹安と林耕仁自身にダメ

ージを与え、逆に民進党の沈慧虹が漁夫の利を得た。この他特徴的

だったのは、高虹安に対する極めて強い批判が新竹市の選挙戦にも

影響を与え、台湾全体の注目を集めた点で、これは台湾の地方選挙

史上初めての状況でもある（陶本和�2022）。

三　2022 年台湾直轄市、 県市首長選挙の結果

2022 年直轄市長選挙の投票率は 59.86％、県市首長選挙の投票

率は 64.20％で、投票率は伸び悩んだ。直轄市長選挙では、国民党

が 6 都市中 4 ポスト、民進党が 2 ポストを獲得した。県市首長選挙

では、国民党が 16 都市中 10 ポスト 5、民進党が 3 ポスト、台湾民衆

党が新竹市の 1 ポスト、無所属は苗栗県、金門県でポストを獲得し

5 嘉義市長選挙は、市長選候補者が選挙期間中に死去したため、今回の統一地方選

挙と同時開催されなかった。中央選挙委員会は、嘉義市第 11 回市長選挙は、公職

人員選挙罷免法第 30 条第 1 項規定に基づき、嘉義市第 11 回市長選挙を取りやめ、

改めて 2022 年 12 月 18 日に選挙を開催するとした。選挙の結果、現職の嘉義市長

で国民党公認候補の黄敏惠が当選した。
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た。総体的にみると、22 県市で、国民党が 14 ポスト、民進党が 5

ポスト、台湾民衆党が 1 ポスト、無所属が 2 ポストで、同選挙で民

進党は惨敗した。民進党は 22 ポスト中わずか 5 ポストを獲得する

にとどまり、結党以来最低の獲得数となったのみならず、北台湾の

桃園市、基隆市、新竹市の 3 県で再選を逃し、民進党の県市首長の

勢力範囲は、北港溪以南まで後退した（陳政嘉�2022）。

22 県市の得票率を掘り下げ、前回 2018 年直轄市長及び県市首長

選挙と比較すると、表 1 及び表 2 の通りとなる。まず、表 1 の直轄

市長選挙をみると、新北市、台中市、台南市及び高雄市では現職市

長が再選を果たし、台北市と桃園市では、現職市長が支持する候補

者は敗退した。より詳細に分析すると、国民党は新北市と台中市で

再選を果たし、台北市と桃園市のポストを奪回した。台北市長選挙

は、「三つ巴」となり、現職立法委員で国民党公認候補者の蒋萬安

は、選挙戦開始当初においては、柔和な人柄で勢いも民進党公認候

補の陳時中に及ばなかったが、ジャーナリストの周玉蔻が蒋萬安の

父親である蒋孝厳に関する古いスキャンダルを持ち出すと、周玉蔻

は有権者のひんしゅくを買った。さらには、「陳時中に投票するこ

とは、周玉蔻に投票すること」と発言したため、陳時中を支持する

一部の中間派は逆に見切りをつけ、蒋萬安を押す声が高まった。無

所属の台北市長候補である黃珊珊は、台北市議員として 21 年、台

北副市長として 3 年の実績があり、若者の支持を得ていたが、今回

の選挙では選挙戦後半に国民党及び民進党の支持者がそれぞれの支

持政党の応援に戻ったため、政党の後ろ盾がない黃珊珊は、台湾民

衆党の支持を得られただけだった。現職台北市長で台湾民衆党主席

の柯文哲は高い人気を誇っていたが、その人気を黃珊珊への支持に

繋げることはできなかった。台北市の政治成果も理想的であるとは
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言えず 6、黃珊珊・台北副市長（現職）は台北市の業績を以って選挙

戦をリードすることはできなかった。最終的に、台北市は国民党

と民進党の従来の支持基盤構造に落ち着き、黃珊珊は 3 位に終わっ

た。

桃園市をみると、民進党は政治成果が好評の林智堅・新竹市長

を横滑りさせて桃園市長候補としたが、林智堅は「論文スキャンダ

ル」を受けて、早々に不出馬を宣言した。選挙 3ヶ月前、民進党は

鄭運鵬・立法委員を桃園市長に擁立したが、出遅れた上に、選挙戦

自体もネガティブキャンペーン一色となり、惨敗した。

比較的注目を集めたのは、元々民進党の牙城である台南市で、

民進党は辛くもポストを獲得したが、現職市長で民進党公認候補

の黄偉哲の得票率は、台南市議員で国民党公認候補の謝龍介の得

票を僅か 5.17％上回ったにすぎず、2010 年に台南市が直轄市に昇

格して以降、最小の得票差となった。これには様々な要因が背景に

ある。黄偉哲個人としてのインパクトのなさに加え、農地のスラグ

埋却問題、台南市鉄道路線の地下化計画にかかる立退き問題、長栄

女子大生殺害事件に対する市長の不適切な発言 7、学甲 88 発砲事件

など、黄市長は様々な政治課題を抱えただけでなく、ネガティブキ

ャンペーンの煽りも受けた。謝龍介は、納骨業者による黄偉哲への

接待や収賄問題を指摘し（蔡晉宇� 2022）、国民党議員は逆に黄偉

哲が明祥馨公司責任者の郭再欽と癒着関係にあると批判し（杜忠聰�

6 『天下雑誌』が毎年実施している県市長首長の執政満足度調査によると、2020 年

から 2022 まで、3 年連続で柯文哲・台北市市長の執政満足度が全台湾最低となっ

ている（天下編輯部�2022）。
7 台南・長栄大学のマレーシア籍女子学生の誘拐殺人事件をめぐる発言。現場の道

路が暗いことを疑問視する声に対して黄市長は「本当に道全体が真っ暗なのか」

と発言したことをきっかけに、同大学学生らを中心に非難の声が上がった。
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2022）、民進党を「汚職治国」と非難した。翻って、謝龍介の個

人的イメージはインパクトがある上、地に足がついており、更には

「高齢者の健康保険料補助」の公約を打ち出したことで、台南市民

の心を掴んだ。なんと民進党の 11 名の市議員までもが謝龍介に続

いて高齢者の健康保険料免除を訴え、逆に黄偉哲は同公約を激しく

非難したことから、一部の有権者は一般市民の声は市長には届かな

いと感じることになった（辛啓松� 2022）。紆余曲折を経て、『菱

傳媒』が選挙 1ヶ月前に発表した台南市長候補者の世論調査による

と、黄偉哲の支持率は 44％と、謝龍介の 36.38％を僅かにリード

し、その差は 8 ポイントにとどまった（菱傳媒� 2022）。最終的に

黄偉哲は 5.17％の僅差で謝龍介に辛勝した。

総体的にみると、今回の直轄市長選挙は、新北市、台中市、台

南市及び高雄市の 4 ポストで現職の市長が再選を果たした。また民

進党は、6 都市（直轄市）のうち、同党が執政してきた桃園市で敗

れ、支持基盤が強い台南市でさえ僅差での勝利となった。今回の直

轄市長選挙は、地方の現職首長の優勢と中央政府の政治パフォーマ

ンスは相互補完にあって、重要な役割を担っていることを示してい

る。

表 1　2022年及び 2018年の台湾直轄市長選挙得票率
2022 2018

国民党 民進党 その他 国民党 民進党 その他

1. 台北市 *42.29％ 31.93％ 無所属

（黄珊珊）

25.14％

40.81％ 17.28％ *無所属

（柯文哲）

41.06％

2. 新北市 *62.42％ 37.58％ *57.14％ 42.85％

3. 桃園市 *52.02％ 40.03％ 39.41％ *53.46％



2023 年 6 月号� 2022 年台湾直轄市、県市長選挙と選挙後の局面

－123－

2022 2018

国民党 民進党 その他 国民党 民進党 その他

4. 台中市 *59.35％ 38.93％ *56.56％ 42.34％

5. 台南市 43.63％ *48.80％ 32.36％ *38.01％

6. 高雄市 40.16％ *58.10％ *53.86％ 44.79％
注：* は当選の意味。

出所：�中央選舉委員會選舉及公投資料庫。

次に表 2 が示すのは、2022 年及び 2018 年の台湾県市首長選挙の

得票率である。16 県市のうち、宜蘭県、新竹県、彰化県、雲林県、

嘉義県、嘉義市、台東県、花蓮県、澎湖県及び金門県の 10 県市で

現職の首長が再選を目指したが、澎湖県と金門県の 2 県は再選を果

たせず、残りの 8 県市では再選した。更に詳しくみると、澎湖県で

は国民党が分裂した。再選を目指す国民党の頼峰偉・現職澎湖県

長、無所属から出馬した前国民党籍の葉竹林・馬公市長、民進党公

認の陳光復・元澎湖県長が競り合う「三つ巴」の戦いとなった（黄

皓筠� 2022）。3 名は激しい選挙戦を繰り広げ、お互いにネガティ

ブキャンペーンを展開し、メディアの報道によると、頼峰偉は、

「陳光復が任期中に遠航樺澎公司と『不平等条約』を締結したた

め、県政府は重光度假村 BOT 案の契約破棄後、1 億 6000 万元あま

りの賠償を請求できなくなった」として、陳光復が県の財政を食い

尽くしたと批判した。陳光復もまた、頼峰偉は湄京風櫃土地案をめ

ぐって大澎湖集団に利益誘導したと反撃した（張茂雄� 2022）。葉

竹林は国民党と民進党の双方を批判した。3 名の得票率は拮抗し、

そろって 30％を得票したが、民進党の陳光復が僅か 3.31％の得票

差で頼峰偉に競り勝った。

金門県長の投票行動は、以前から宗親会の影響を強く受けてい
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る（王宏男�2021；林政緯、陳慧菁�2016；張世熒、許金土�2004；

陳建民、李能慧、呂怡艷� 2005）。姓が「陳」、「李」の勢力が 25

年に渡って金門県の地方政治を掌握しており、国民党県長の楊鎮

浯は、「李」姓の勢力と同盟を結んで（王宏男� 2021）、再選を目

指した。無所属の陳福海は陳氏宗親会が推薦する県長候補者で、

2014 年に金門県長に当選し、また金門最大勢力の宗親会の支持も

あって（林政緯、陳慧菁 2016,� 39）、地方勢力の強い後ろ盾があ

る。両名は 2018 年県長選挙でも争っており、今回は二大巨頭によ

る再対決で、激しい選挙戦を繰り広げてネガティブキャンペーンを

展開した。楊鎮浯は、陳福海が県長任期中の「東北試醸案」におい

て「当時の県政府は何度も金門酒廠公司に対し、酒麹を中国遼寧に

運んで、試作をするように要求したが、これは金酒公司取締役会の

決議を経ていないもので、会社法に違反する」と指摘し（吳正庭�

2022）、陳福海に立候補を辞退するよう要求した。陳福海は、楊

県長家族が特権を利用して金酒公司から市場より安い価格で 1,200

本の金門高粱酒を購入し（李成蔭、蔡家蓁� 2022）、中国と「天福

密約」を結んだことは、金酒公司（于家麒� 2022b）に損害を与え

るものだと訴えた 8。楊鎮浯の「家族による金酒購入の特権」と「天

福密約による金酒の買い尽くし」は、楊県長に対する有権者の信用

を揺るがすものと批判し、結果、陳福海が当選した。

その他現職首長が再戦を果たせなかった県市をみると、民進党

は新竹市と基隆市でポストを獲得できなかっただけでなく、前回選

8 「天福密約」問題は、2022 年 10 月 24 日に金門地区で持ち上がった長楊鎮県長が

特定のグループを優遇し、金酒ブランドの広告を安売りしたとする疑惑。金酒と

天福グループが、保証金無し、最低購入量無し、違約金無しの 10 年契約の密約を

交わしたと指摘した（于家麒�2022a）。
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挙で圧勝した屏東県で危うくポストを逃すところだった。まず、新

竹市についてみると、新竹科学園区の設立によって、ハイテク関連

人材が多く移住したことから、中産階級が多く、平均年齢は台湾で

最も低い。人口構造の変化もまた政治に影響を与えており、以前は

国民党支持が民進党支持を大きく上回っていたが、現在では国民党

と民進党の勢力が拮抗している（黃國敏、吳晧瑀�2018）。2014 年

の市長選挙では、民進党の林智堅がダークホースとなって新竹市長

に当選し、2018 年も順調に再選を果たした。8 年の政治成果に対

する有権者の評価は高く「5 つ星の市長（五星級市長）」と評され

た。民進党は林智堅を桃園市長候補として公認したが、その後、林

智堅は「論文不正スキャンダル」のため窮地に陥った。林智堅の後

を継いで新竹市長候補となった沈慧虹・元新竹市副市長は、林智堅

の「論文不正スキャンダル」の煽りを受け、高評価だった林智堅の

政治成果を受け継ぐことができなかった。国民党は 24 年の政治経

験があるベテラン議員の林耕仁を公認して市長選に挑んだが、林耕

仁もまた修士論文盗用を報じられた。TVBS の世論調査によると、

林耕仁は選挙 4ヶ月前には支持率でリードしていたが、新竹市長候

補の高虹安・台湾民衆党比例区立法委員に対する批判が高まって台

湾中の注目を集め、さらには林耕仁が高虹安の「アシスタント費横

領」を厳しく批判した結果、新竹市の選挙戦は当初の民進党と台湾

民衆党の対決から、国民党と台湾民衆党の対決へと移り、民進党の

沈慧虹が漁夫の利を得る形となった（晏明強� 2022）。選挙 1ヶ月

前の支持率をみると、林耕仁は第 3 位で、高虹安がトップに躍り出

た（TVBS 民意調查中心� 2022）。反民進党の間では「林を見切っ

て、高を守った」とも言われ、余邦彦・国民党新竹市副議長は、

「寝返って」国民党公認候補の林耕仁を支持せず、「高虹安へ票を

集中させない限り、民進党を引き降ろせない」（呂欣芷� 2022）と
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公に発言した。高虹安はネガティブキャンペーンの中で、国民党と

民進党から激しい攻撃を受け、ネガティブなニュースに翻弄された

にもかかわらず、世論調査では 1 位になった。これは、高虹安が第

三勢力に属していることに加え、高学歴にしてハイテク専門家とい

うバックグラウンドが新竹市の若者やハイテク産業に関わる有権者

の支持獲得に繋がったと考えられる。更に、郭台銘・フォックスコ

ングループ創設者、宣明智・聯電栄誉董事長など著名な企業関係者

が支持を表明したことも、ハイテク産業に従事する有権者に対して

大きな説得力を持ったと見られる。最終的には、高虹安が当選し、

新竹市史上最年少の市長が誕生した。

次に、基隆市についてみると、基隆市はもともと国民党が民進

党より強い基盤を持っていたが、2014 年の市長選挙では国民党の

分裂によって、民進党の林右昌が当選した。8 年市長を務めた林右

昌の評価は高く、2022 年の施政満足度も 8 割が満足と回答した 9。

今回の選挙において、民進党は公民監督国会聯盟から 12 回も表彰

された立法委員の蔡適應を公認、対する国民党は立法委員を 3 期務

めた謝国樑を公認した。謝国樑は政界から 6 年間離れていたが、

娘が重度の聴覚障害児であるため、近年では福祉公益に尽力してき

た。2020 年末には公益プラットフォーム「小愛爸爸（愛ちゃんの

パパ）」を立ち上げ、今回の選挙では「小愛爸爸」をスローガンに

社会福祉を重視する父親像を全面に打ち出して有権者に訴えた。更

に、一家は三代に渡って基隆でビジネスを展開していることから、

地元の支持も強く、蔡適應は苦戦を強いられた。今選挙では、双方

とも五分五分の情勢であり、激しいネガティブキャンペーンが展開

9 『遠見雑誌』が 2022 年に実施した県市長調査によると、林右昌・基隆市長の施政

満足度は 81.9％となっている。
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された。「林智堅論文スキャンダル」の煽りも受け、蔡適應には台

北大学博士論文盗用疑惑が、謝国樑にも政治大学修士論文の盗用疑

惑が持ち上がった。さらに蔡適應が謝国樑は海外企業のマネーロン

ダリングに関わっていると批判すると、逆に謝国樑は、蔡適應が反

社会的勢力と緊密な関係にあると批判した（郭瓊俐� 2022）。最終

的に、選挙戦は国民党対民進党の従来の対決構造に戻り、蔡適應は

林右昌の政治成果を中間派の支持に拡大できず、敗退した。

第三に、屏東県をみると、屏東県では以前から民進党への支持

が国民党への支持を大きく上回っており、1997 年の第 1 回市長選

挙以降、歴代の屏東県長ポストは民進党が維持してきた。2014 年

から 8 年間に渡って屏東県長を務めた潘孟安の評価は高く、施政満

足度も 4 年連続で全国 1 位だった（魏斌� 2022）。今回の選挙で、

民進党は周春米・比例区立法委員を後継者として公認し、国民党は

蘇清泉・前比例区立法委員を公認した。屏東県は元々民進党の牙

城で、潘孟安の施政も高評価だったことから、周春米が難なく蘇

清泉をリードすると目されていたが、『菱傳媒』が選挙 1ヶ月前に

行った世論調査では、周春米の支持率は 37.28％、蘇清泉の支持率

は 34.89％で、2.39％の僅差と拮抗し（司馬一青� 2022）、国民党

・民進党両党の高い注目を集めることになった。これには主に以下

3 つの原因がある。一つ目は、屏東県長候補者の公認にあたって、

民進党内部で派閥闘争が発生した点で、予備選には新潮流派の立法

委員である鍾佳濱、蔡英文総統を代表とする英派の立法委員である

荘瑞雄、国民党林派の周春米の 3 名が挑み、かつそれぞれの候補者

を曹啟鴻・元県長、蘇嘉全、潘孟安が支持した（蔡慧貞� 2022）。

最終的には、潘孟安が行政リソースを動員して周春米を支持した結

果、他 2 名の候補者及び支持者は不満を募らせ（吳采黎� 2022）、

無投票を呼びかける者まで現れた。二つ目は、弁護士出身の周春米
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のキャラクターが潘孟安には及ばなかった点で、潘孟安の全国 1 位

の施政満足度を周春米支持に繋げることができなかった。三つ目

は、本選挙を取り巻く状況が民進党に不利だったことに加え、選挙

半年前の「種樹百里工程（植樹 100km プログラム）」が有権者の

不満を呼んだことが挙げられる（陳崑福� 2022；蔡宗憲� 2022；羅

琦文�2022）10。最終的には、周春米が2.5％の僅差で蘇清泉に辛くも

競り勝ち、民進党はなんとか屏東県のポストを死守した。

総体的にみると、今回の県市首長選挙は、16 県市の首長のう

ち、10 名の現職首長が出馬し、8 名が再選を果たした。うち、国民

党現職が 7 名、民進党現職は 1 名のみだった。この他、民進党は 8

年にわたって執政していた基隆市と新竹市で敗れ、民進党の支持基

盤である屏東県ではなんとかポストを死守した。基隆市、新竹市と

屏東県の民進党首長の政績は高評価だったにもかかわらず、その業

績を後継候補への支持に繋げることはできなかった。これは、一方

では今回の県市首長選挙では、民進党公認候補は多くの有権者から

の支持を得られなかったこと、他方では、有権者の蔡英文政権に対

する不信任を示すものだと言える。

10 行政院は 7 月から 48.8 億元の経費を投入して、高屏大橋から鵝鑾鼻の総距離

112km の区間で「種樹百里工程（植樹 100km プログラム）」を開始したが、工事

期間中に何本もの道路を一時通行止めにしたため大渋滞が発生し、夜間には照明

不良のため交通事故も多発し、さらには臨時迂回路の舗装工事が甘く、車の免震

装置やタイヤが破損する等し、多くの市民が反発した。地方の SNS グループでは

「投票によって政策決定者に教訓を与えよう」との声も上がった（陳崑福�2022；
蔡宗憲�2022；羅琦文�2022）。
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表 2　2022年及び 2018年台湾県市長選挙の得票率
2022 2018

国民党 民進党 その他 国民党 民進党 その他

1. 基隆市 *52.92％ 39.01％ 45.85％ *54.14％

2. 宜蘭県 *50.76％ 41.13％ *49.48％ 38.22％

3. 新竹県 *63.36％ 32.40％ *38.19％ 27.68％

4. 新竹市 18.07％ 35.68％ *民衆党

（高虹安）

45.02％

27.87％ *49.57％ 無所属

（謝文進）

20.31％

5. 苗栗県 10.96％ 31.24％ *無所属

（鍾東錦）

42.66％

*57.74％ --- 無所属

（徐定禎）

37.02％

6. 彰化県 *56.75％ 41.94％ *53.17％ 39.87％

7. 南投県 *55.99％ 42.83％ *66.71％ 33.28％

8. 雲林県 *56.57％ 41.60％ *53.83％ 41.72％

9. 嘉義県 37.15％ *62.85％ 29.54％ *50.95％

10. 嘉義市 *63.82％ 34.95％ *41.18％ 39.56％

11. 屏東県 46.59％ *49.09％ 42.01％ *55.89％

12. 台東県 *61.22％ 36.65％ *59.05％ 37.03％

13. 花蓮県 *64.73％ 32.04％ *71.52％ 25.87％

14. 澎湖県 33.33％ *36.64％ 無所属

（葉竹林）

30.02％

*38.87％ 32.78％

15. 金門県 41.05％ --- * 無所属

（陳福海）

49.34％

*47.77％ --- 無所属

（陳福海）

46.14％

16. 連江県 *42.12％ 6.89％ *65.61％ --- 無所属

（朱秀珍）

17.33％
注：* は当選の意味。

出所：�中央選舉委員會選舉及公投資料庫。
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四　民進党大敗の原因

1　与党に不利な環境

民進党は、政権与党となった期間中、ウクライナ戦争、世界的な

エネルギー・食料不足、インフレ、新型コロナウイルスの蔓延とい

った世界経済にダメージを与える様々な深刻なグローバル政治・経

済課題に直面した。こうした環境は国内経済にも影響を与え、有権

者も貧富の拡大、物価上昇、経済的停滞、不動産価格高騰、給与未

払い等の生活に直結する問題として直接感じるようになり、政権与

党への不満が募っていた。

2　蔡英文政権の政治成果の足枷となる新型コロナウイルス感染拡大

新型コロナウイルス感染拡大は蔡英文政権の政治成果にも影響を

与え、最近では蔡英文総統の施政に対する満足度は総統就任以来、

過去最低を記録している。図 1 は蔡英文の 2016 年総統就任 1ヶ月

後から 2022 年再当選 2 年目までの施政満足度を示したもので、第

2 次政権 1 周年以降についてみると、高端ワクチン非盲検臨床試験

前と第 2 次政権 2 周年のタイミングで、施政に対する不満足度が

満足度を 11％近く上回った。そのうち、第 2 次政権 2 周年前後の

有権者の不満足度は 48％、満足度は 36％、満足度は過去最低を記

録し、不満足度が満足度を逆転した。2022 年 5 月から新型コロナ

ウイルスが感染拡大し、1 日あたりの感染者数が 1 万人を突破し、

5 月の感染者数が 10 万人の大台に迫ったため有権者の懸念が高ま

ったのに加え、コロナ検査キットや子どものワクチン接種等の問題

もまた議論となった（TVBS 民意調查中心� 2022b）。TVBS 世論調

査センターによる「蔡英文第 2 次政権 2 周年満足度世論調査」で

は、政府の新型コロナ対策に対し、満足と回答した有権者の比率は
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2021 年 5 月時点では 61％だったが、2022 年は 38％まで激減した

と指摘した。逆に、不満を抱く有権者の比率は 2021 年 5 月時点で

は 33％だったが、今年は 54％に増加し、過半数以上の有権者が不

満を示した。これは、新型コロナウイルスの感染が 2022 年に入っ

て拡大したのに伴い、多くの有権者が政府の対応に不満を抱くよう

になったことを示している。

図 1　蔡英文任期中の施政満足度（2016年 6月～2022年 6月）

出所：TVBS 民意調查中心。

3　林智堅の論文不正スキャンダルをめぐる甘い対応

林智堅の論文不正スキャンダルが報じられると、大きな騒ぎとな

って、一連の論文盗用疑惑が暴露され、今回の選挙はネガティブキ

ャンペーン一色となった。しかし、民進党の林智堅論文不正スキャ

ンダルに対する対応は甘く、台湾大学が修士学位の撤回を発表して
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も、蔡英文総統兼党主席は依然として林智堅を支持したことで、各

界は騒然とした。林智堅の論文不正スキャンダルをめぐる民進党の

対応に対する有権者の見方について、游盈隆・台湾民意基金会董事

長は、選挙後に選挙前は未公表の世論調査結果を発表した。同調査

結果によると、「林智堅・前民進党桃園市長候補者は、台湾大学及

び中華大学から論文不正により、修士学位を撤回された。蔡英文総

統兼党主席は、台湾大学が林智堅の学位を撤回後も、『全党・公職

を挙げて林智堅の潔白を支持する』と表明したが、蔡英文の同行動

を支持するか？」との問いに対し、6 割強が支持しない、僅か 21％

が支持すると回答した。うち、20 〜 34 歳の有権者の 7 割以上は支

持しないと回答しており、支持政党の如何に関わらず、支持しない

と回答した人が支持すると回答した人を大きく上回った。また、居

住する県市の如何に関わらず、全体的に不支持が多数を占め、民進

党の支持基盤である台湾南部や林智堅の選挙区だった桃園市でも同

じ結果となった（游盈隆� 2023）。これは、多くの有権者が林智堅

の潔白を訴えた蔡英文を支持していないことを意味している。

4　汚職問題と深刻な治安問題

選挙前には、88 発砲事件、台湾人アルバイトのカンボジアにお

ける人身売買事件、新北及び桃園での求職者誘拐・拘留事件等、一

連の深刻な治安問題が発生し、政権与党に対する有権者の信任に影

響を与えた（陳昀� 2022）。民進党は即時に明確な説明をすること

ができず、国民党は「反社会的勢力による治国」と批判し、有権者

は民進党の政治運営に疑問を抱くことになった。
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5　�ネガティブキャンペーンと対立候補による 「民進党降ろし」 キャンペーンの

相乗効果

今回の選挙はネガティブキャンペーン一色に加え、上述の 4 点の

要素が入り混じり、ネガティブキャンペーンは民進党に大きなダメ

ージを与えた。この他、国民党は選挙戦の争点を「民進党降ろし」

に置き、ネガティブキャンペーンを展開して、民進党のダメージを

広げた。林智堅と高虹安のケースは、絶好の対比と言える。林智堅

と高虹安も同様にネガティブキャンペーンに直面したにもかかわら

ず、なぜ林智堅は民進党の惨敗に全面的な影響を与え、逆に高虹安

は当選したのだろうか。そのポイントは、ネガティブキャンペーン

と国民党の「民進党降ろし」を軸とした選挙キャンペーンが相互補

完となっていた点にある。ネガティブキャンペーンは高虹安にも大

きなダメージを与え、国民党の新竹市長公認候補である林耕仁は、

高虹安に対し強烈なネガティブキャンペーンを展開し、選挙 2 週間

前には世論調査にも変化が現れた。高虹安の支持率が低下して、民

進党公認候補の沈慧虹の支持率が上昇し、その差が 5％にまで縮ま

ったのに対し、林耕仁の支持率は低下して第 3 位となった（TVBS

民意調查中心� 2022a）。国民党は「民進党降ろし」を主要目標に

掲げていたが、攻撃し続ければ、逆に民進党の沈慧虹が当選するの

ではと懸念し、林耕仁は最終的には攻撃の手を緩めた。国民党内部

には、「民進党降ろし」のために、「林を見切って、高を守る」と

して、高虹安支持を公表する者まで現れ、高虹安は泥沼化したネガ

ティブキャンペーンを乗り切った。総体的には、ネガティブキャン

ペーンに、対立候補の「民進党降ろし」を軸とした選挙キャンペー

ンが相まって、民進党は大きなダメージを受けた。
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五　�結論 ： 202 2 年台湾直轄市長、 県市長選挙の結果

と選挙後の局面

2022 年の台湾直轄市長、県市長選挙における民進党の大敗には

大きく 4 つの意味があった。1 点目は、今回の選挙で有権者が蔡英

文政権に対して不信任を示した点で、蔡政権は、直面する重要な問

題を直視せざる得なくなった。新型コロナウイルス感染拡大、貧富

の格差の拡大、インフレ、反社会的勢力問題、治安問題、詐欺や犯

罪等の課題に対し、台湾人が安心できるよう、効果的な政策を打ち

出すべきである。2 点目は、今回の選挙が国民党対民進党の対決と

いう基本構造に戻った点で、民進党は今回の選挙で中間派や若手有

権者の支持を獲得できず、矢板明夫・日本産経新聞台北支局長が指

摘するように、どのように若者と中間派の支持を獲得するかが、民

進党の喫緊の課題となる（矢板� 2022）。3 点目は、今回の選挙で

民進党は牙城である台南市と屏東県でも敗戦しかけた点で、支持基

盤が強い地域でも形勢を変えることは難しくないことが明らかとな

った。つまり政権運営を担う民進党は身を引き締めねばならず、有

権者のこうした反応は、他の政党にとっても大いに参考となるだろ

う。最後に、今回の選挙はネガティブキャンペーン一色となり、と

りわけ、論文不正スキャンダルの話題には事欠かなかった。論文盗

用は学術倫理に関するとは言え、政治の質を問うものではないが、

候補者のイメージとは大いに関係がある。地方選挙レベルで目を引

く政見や公約がない場合、有権者は比較的まともと思える候補者を

選ぶしかない。今回の論文不正スキャンダルは、林智堅の政治生命

に大きなダメージを与え、その他多数の候補者も同じく論文盗用を

指摘されるネガティブキャンペーンが展開された。今回のネガティ

ブキャンペーンに鑑み、今後の選挙でもネガティブキャンペーンが
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選挙戦の軸となるのか、重要な政見や政策を重視しないようになっ

てしまうのか、民主主義選挙の質の低下については熟考する価値が

あるだろう。

今回の統一地方選挙を経て、選挙後の局面には 3 つの重要なポイ

ントがある。まず、民進党が大敗したことで、蔡英文は党主席を辞

任した。蔡英文は 2024 年の総統選挙には出馬できないため、「ポ

スト蔡英文時代」が始まり、選挙結果は民進党の 2024 年総統候補

の人事、国家問題、両岸関係に影響を与える。第一に、蔡英文が主

席を辞職し、副総統の頼清徳が党主席に就任したことは、頼清徳が

2024 年総統選挙の民進党有力候補となったことを意味する。しか

し、総統選挙では中間派に対する選挙戦略を最大化しなければなら

ないにも関わらず、頼清徳は明らかな台湾独立派で、これに鑑みる

と独立の立場は攻撃目標になりやすい。加えて、蘇煥智・前台南県

長は、2023 年の内閣改造、内閣人事名簿からすると、頼清徳は行

政権の行使において完全に重要でない立場に置かれると指摘してい

る（蘇煥智�2023）。よって、2024 年の民進党総統選挙予備選は一

つの政治力として存在感を示すだろう。第二に、国家問題について

みると、民進党が選挙後にこの苦い教訓を活かし、強く効果的な政

見を打ち出すことが、与党として見せるべき決心である。第三に、

両岸関係についてみると、両岸関係の醸成に伴って、全ての台湾人

民による国防、義務兵役期間の延長（1 年）といった蔡英文の主張

は各界の注目を集めている。国民党は今回の選挙で「民進党に投票

することは、若者を戦場に送ること、国民党に投票することは両岸

が無戦場になること」と訴えた（蕭婷方�2022）。2024 年の総統選

挙で、国民党のスローガンが再び台湾を賑わすことになれば、民進

党が有権者の戦争に対する懸念を如何に払拭できるか、為政者の両

岸関係対処における知恵が試される。
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次に、国民党についてみると、国民党の圧勝は、2024 年総統候

補の人事にも関係する。朱立倫主席は今回の選挙で快勝し、党主席

としての気勢を高めたことから、2024 年の総統選では非常に重要

な役割を演じるだろう。この他、再選を果たした侯友宜・新北市長

も 2024 年国民党総統選挙候補者となる可能性が高い。更には、趙

少康・中広（中國廣播公司）董事長、張亜中・孫文学校総校長も国

民党総統候補に出馬の意欲を見せており、国民党総統選は党内予備

選から高い注目を集めると見られ、勝ち進んだ候補者が 2024 年の

台湾総統選挙の局面を牽引していくだろう。

最後に、柯文哲・台湾民衆党主席は、今回の選挙で高虹安を推薦

し、1 ポストを獲得した。同じく柯文哲が支持した黄珊珊は台北市

長選できれいに敗れたとも言える。地方議員は 14 議席を獲得して

おり、結党 3 年目の小さな第三勢力からすれば悪くない政績と言え

る。2024 年総統選への出馬に意欲を見せている柯文哲からすると、

少数派に発言権を提供するという役割を演じた。柯文哲が総統選に

出馬して当選するかは未知数だが、国民党や民進党から流出した票

も比較的多く、選挙戦を左右する可能性もある。よって、2024 年

の総統選挙は、国民党、民進党、台湾民衆党の三つ巴、或いは連立

となり、台湾の政党政治の持続性と変遷に影響を与えるだろう。

� （寄稿：2023 年 2 月 3 日、採用：2023 年 4 月 13 日）

� 翻訳：渥美すが子（フリーランス翻訳者）
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2022年台灣直轄市長、縣市長選舉及
選舉後之局勢

湯晏甄

（國立中央大學客家語文暨社會科學學系專案助理教授）

張傳賢

（中央研究院政治學研究所副研究員）

【摘要】

2022年 11月 26日台灣舉行中華民國地方公職人員選舉，其中，

直轄市長與縣市長選舉備受各界矚目。此役被視為蔡英文政府第二任

期的期中考試，也被視為 2024 年總統大選的前哨戰。這次選舉充斥

著負面競選，主要有五大負面競選議題，分別是論文抄襲案、晶華緋

聞案、疫苗合約黑箱、黑金政治，以及涉詐公帑案。這次選舉結果，

多位地方首長順利連任。在民進黨方面，因諸多負面攻擊而受到傷

害，再加上大環境對民進黨不利等因素，最後以大敗收場。反觀國

民黨則是此役最大贏家，至於由時任台北市長柯文哲領軍的台灣民眾

黨，表現尚可。此次選舉結果形成縣市長的政治版圖為藍擴大、綠縮

小、白軍佔有一席之地，藍、綠、白的勢力消長將影響著台灣政黨政

治的持續與變遷。

關鍵字：2022選舉、負面競選、施政滿意度、現任者優勢
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The 2022 Mayoral and County Magistrate 
Elections in Taiwan and the  

Post-Election Situation

Yen-chen Tang
Project Assistant Professor, Department of Hakka Language and  

Social Sciences, National Central University.

Alex C. H. Chang
Associate Research Fellow, Institute of Political Science, Academia Sinica.

【Abstract】

The Taiwanese local elections for the Republic of China were 
held on November 26, 2022, where the elections of mayors and county 
magistrates obtained high levels of public attention from all sectors. 
The campaign was seen as a midterm exam for the second term of 
Tsai’s administration and a prelude to the 2024 presidential election. 
The election was flooded with negative campaign news with five major 
issues occurring, namely, the case of thesis plagiarism, the Jinghua 
scandal, the “black box” of vaccine contracts, dark money politics, 
and fraud in the public sector. This election resulted in the successful 
re-election of several local officials. The Democratic Progressive 
Party was negatively affected by several attacks during the campaigns 
and additionally faced an unfavorable general environment. The party 
ultimately concluded the election with a heavy defeat. In contrast, 
the Kuomintang was the biggest winner in this campaign. The Taiwan 
People’s Party, which was led by the then Taipei mayor Ko Wen-
je, had an acceptable performance. The political map of the county 
magistrates formed after the election is as follows: the Kuomintang 
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expanded, the Democratic Progressive Party shrunk, and the Taiwan 
People’s Party has a seat. The fluctuations in power between the Blue, 
Green, and White parties will affect the continuation and evolution of 
Taiwan politics.

Keywords:  2022 election, negative campaign, citizen satisfaction with 

governance, incumbent advantage
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